
��
ケンケン, ホッピングといった片脚連続跳は,

３歳から４歳くらいでできるようになり, ｢ケン

ケンパー｣ や ｢エスケン｣ などの遊びの中に見ら

れる運動である (石槫：����, 森下ほか：����,
佐々木：����). この片脚連続跳は, 小学校の新
学習指導要領 (����) で低学年の ｢多様な動きを

つくる運動遊び｣ や中学年の ｢多様な動きをつく

る運動｣ として取り扱われている. また, この片

脚連続跳は脚の筋群, 腹筋と背筋, 肩・腕などの

筋群が強化される全身運動だとされており (岡本,����), 幼少年期に身につけておくべき基本運動
としても重要視されている (阿江, ����).
これまで子どもの片脚連続跳 (以後, ���������������とする) に関する研究は, 主に幼児期を対
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象として行われている. 石槫 (����) は３歳から
６歳の幼児を対象に, ��の持続距離や５�の達
成率の発達について調査しており, 持続距離は加

齢に伴い増大し, ５�の達成率では, 男女とも５
歳でほぼ���％に達していることを報告している.
特に, 女児が��を習得する時期は男児より６ヶ
月ほど早い. また, 中村ほか (����) は, 持続距
離と１歩ごとの跳躍距離と動作様式から��の発
達について検討している. ��の持続可能な距離
及び１歩の距離は加齢に伴い増大し, ��の動作
様式は５つの発達段階で捉えることが可能である

と述べている. このほか, 幼児を対象とした運動

能力テストにおいては, 多くの研究が��を筋持
久力の評価項目 (何�持続できるか) として採用
している (芝山ほか：����, 出村ほか：����, 穐
丸：����). ５歳児では, 持続可能な距離が����
を越す者が現れる (石槫, ����) という報告もあ
る.

しかし, ��の研究は幼児期を対象としたもの
が多く, 児童期における��のパフォーマンスが
どのように発達していくのか, またどのような跳

躍動作が行われているのかについての知見は数少

ない. 新学習指導要領 (����) にあるように, 小
学校の体育授業等で効果的に��を取り入れた指
導していくためにも, 児童期における��の発達
特性等を明らかにしておくことは有益なことであ

ろう.

またその際に, 児童期以降の��のパフォーマ
ンスを, ��の持続距離で評価することは測定時
間もかかり課題性も低いため妥当ではないと考え

られる. 児童期においては, 陸上競技のコントロー

ルテストでも行われているような ｢どれだけ速く

移動できるか｣ や ｢どれだけ遠くに移動できるか｣

という観点から��のパフォーマンスを評価する
ことが妥当だと考えられる.

本研究は, 小学校の体育授業等で��を効果的
に指導していくために, 児童期の学年や身長によ

る��のパフォーマンス及び動作の発達特性を明
らかにすることを目的とした. なお, 本研究では

｢どれだけ速く移動できるか｣ と ｢どれだけ遠く

に移動できるか｣ の観点からパフォーマンスを評

価した. ���������
被験者は, 約��分で週２回 (水／土曜日) のジュ
ニア陸上クラブに参加する児童��名 (����群),
鹿屋市内の�小学校児童１～６年生��名 (����群)
とした. ����群は, 継続的に��等のジャンプ運
動を実施する運動実施群とし, ����群では体育
の授業のみで��をする一般児童群と見なした.
なお, ����群の中学年以上 (３～６年生) の練習

内容は, 体操, ���の各種ダッシュ, もも上げ,
スキップ, 左右のケンケン(��)を各３－５本, ���の小刻み走×６本, ���スティック走×６本を
毎回実施し, その後, 単元に応じて走幅跳やリレー

練習等を行なうものであった.

また, 児童との比較値として, 陸上競技を専門

とする男子大学生��名 (��群) についても��の
測定を実施した.

表１は, 被験者の身体的特徴を示したもので,����群で男子��名, 女子��名, ����群では男子��
名, 女子��名であった. なお, 実験を開始するに
あたり, 研究の目的, 測定方法を事前に説明し,

同意を得て測定を実施した.
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表１. 被験者の身体的特徴



����������
本研究では, ｢どれだけ速く移動できるか｣ 及

び ｢どれだけ遠くに移動できるか｣ という観点か

ら以下の２試技について測定を実施した. 両試技

とも左右各１本ずつ実施し, 途中で脚をかえたり,

両脚をついたりした場合はやり直すことにした.

各��の動作は, デジタルビデオカメラ (���������
社製,��������) を用いて, 撮影速度����, シャッ
タースピード�����秒で側方よりパンニング撮影
した (図１).

１) �����：���区間を出来るだけ速く移動した
場合の��の移動時間を計測
被験者は, スタートラインの約１�後方で, 実

施する方の脚を１歩引いた状態からスタートする

(図���). 移動時間の計測は, 被験者がスタート
ラインに１歩目を接地した瞬間から, ゴールライ

ンを胴体が通過するまでとした. 被験者には ｢で

きるだけ速く移動するように｣ と指示した.

なお, 本研究では, 東京都立大 (����) が紹介
している ｢けんけんとび｣ の測定方法を参考に,

直線で���という距離を設定した.
２) ５歩��：５歩でできるだけ遠くに移動した
場合の��の跳躍距離を計測�����と同様にスタートし, スタートライン上

に接地した脚のつま先 (この次の脚を１歩目とす

る) から５歩目のつま先までの距離を計測した

(図���). 計測には, レーザー距離測定器 (ボッ

シュ㈱社製, ������) を用いた. ただし, ５歩
目は両脚で着地しないことにした. 被験者には

｢５歩でできるだけ遠くに移動するように｣ と指

示した.

これらの測定は, ����群はジュニア陸上クラ
ブ活動中に, ����群では小学校の昼休みの時間
にそれぞれ実施した. なお, ����群の１・２年
生は測定時間の制約から５歩��を実施できなかっ
た.����������
１) ��のパフォーマンス分析��のパフォーマンス発達を加齢や発育を学
年及び身長毎の変化を手がかりに検討した. 各��の分析項目は�以下に示す通りである������の所要歩数は, 測定時の映像をもとに算
出した.

(�) �����
①タイム (����：�)：�
②平均ピッチ (�������������：��)：��[＝
所要歩数��]
③平均ストライド (������������：�)：��[＝���所要歩数]

(�) ５歩��
①跳躍距離 (���������������：�)：��
②平均ストライド (������������：�)：��[＝
跳躍距離��]
また, 身長と高い相関関係が見られた項目に

ついては, 身長の影響を取り除いて, その変化

傾向を見ることにした (注). 疾走能力の発達

に関する研究では, 身長や下肢長の影響を取り

除いた指数 (無名数) が用いられているが

(���������：����, 伊藤ほか：����, 末松ほか：����), 本研究では指導現場での実用を考慮し
て身長で除すのみとした.

なお, 本研究では記録の良い方の脚を利き脚

としてデータ処理を行った. また, 男女別では

十分な被験者数が得られなかったので, 本研究

では男女合わせてデータ処理を行うことにした.
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図１. 各 HJ の測定方法 (左脚で実施する場合)



２) ��動作の評価
測定時に撮影した映像をもとに, 児童が行う��の動作を定性的に評価した. 動作の評価観
点は, 幼児を対象とした先行研究 (中村ほか,����) や本研究を始める際に実施した予備調査
の結果を参考に, 以下の３つを選定した.

①非支持脚の振込動作

②接地瞬間の部分

③支持脚の巻込動作

そして, 図２に示すような動作分類表を作成

し, 各評価観点における動作タイプを学年毎の

割合 (％) で示すことにした. なお, ５歩��
については����群の１・２年生のデータが得
られなかったため, 本研究では�����の動作の
みを分析した.

３) ��のパフォーマンスと疾走能力及び跳躍能
力の関係

本研究では, ��のパフォーマンスと疾走能
力及び跳躍能力の関係を探索的に検討すること

にした. ����群においては７月にクラブ内で
行われた記録会の結果を, ����群においては
５月に行われたスポーツテストの結果を用いた.��のパフォーマンスには, �����の�と５歩��の��をそれぞれ用いた. また, 疾走能力の

指標には����群では����走, ����群では���走
のタイムを (以後, ����走, ���走とする),
跳躍能力の指標には立幅跳の跳躍距離 (以後,

立幅跳とする) をそれぞれ用いた. なお, 立幅

跳の測定は, ����群は文部科学省が奨励する
測定方法 (文部科学省, ����) に準じて行われ
たものであったが, ����群は砂場の淵につま
先をかけて跳躍を行うものであったので, 別々

に評価することにした.������
各測定項目の学年毎の平均値と標準偏差を算

出した. 学年間の有意差検定には一元配置の分

散分析を用い, �値が有意であった項目につい
ては�������法により多重比較を行った. また,����群と����群の学年毎の平均値に差がある
かを検討するため, 対応のない２群間の�検定
を行った.

また, 身長の増加に伴う各��のパフォーマ
ンス, 疾走能力及び跳躍能力の変化傾向を捉え

るために, �������の積率相関係数を算出した.
なお, 本研究では全ての検定において, 統計

的有意水準を５％とした.
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図２. HJ の動作分類表



�������������������������
１) �����
図３は, 学年及び身長毎のパフォーマンス変

化を示したものである. �は, 学年進行や身長
の増加に伴い減少していく傾向が見られた.

��は学年進行や身長の増加に伴い増加してい
くが, ��は����群がほぼ一定, ����群では減
少していく傾向が見られた. また, ����群の��を除く全ての項目で身長と有意で高い相関
関係が認められた (������).
図４は, 各項目を身長で除した場合の学年及

び身長毎のパフォーマンス変化を示したもので

丸橋, 天羽, 瀬田, 金高：児童期における片脚連続跳の発達特性
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図３.学年及び身長による20mHJのパフォーマンス変化

図４. 学年及び身長による20mHJのパフォーマンス変化 (身長で除した場合)



ある. ���身長は学年進行や身長の増加に伴い
増加していくが, 小学校４年生, 身長にして�����手前あたりから一定となる傾向が見られ
た. また, ���身長は３・４・５年生で ����
群の方が ����群より有意に高い値を示した
(������).
２) ５歩��

図５は, 学年及び身長毎のパフォーマンス変

化を示したものである. ��及び��は, 学年進
行や身長の増加に伴い増加していく傾向が見ら

れた. また, 両項目ともに身長と有意で高い相

関関係が認められた (������).
図６は, 両項目を身長で除した場合の学年及

び身長毎のパフォーマンス変化を示したもので

ある. ���身長及び���身長は学年進行や身長
の増加に伴い増加していくが�小学校４年生,
身長にして�����手前あたりから一定となる傾
向が見られた. 両項目とも, ４・６年生で����群が����群よりも有意に高い値を示した
(������).
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表２. HJ と疾走能力及び跳躍能力の関係

図５. 学年及び身長による５歩HJのパフォーマンス変化

図６. 学年及び身長による５歩HJのパフォーマンス変化 (身長で除した場合)



�����������
動作分類表に基づき分類した結果, 非支持脚

の振込動作において, 両群ともに４年生以降で

は８割の児童が�の動作を行っていた (図７).

接地瞬間の部分や支持脚の巻込動作においては,

学年毎で特徴的な変化は見られなかった.��������������������������
１) �����
表���は, �����と疾走能力及び跳躍能力の
関係を示したものである. �����と����走
(����群) 及び���走 (����群), 立幅跳の間に
はそれぞれ有意で高い相関関係が認められた

(������). また, 全項目を身長で除した場合も,
それぞれ有意で高い相関関係が認められた

(������).
２) ５歩��
表���は, ５歩 ��と疾走能力及び跳躍能力

の関係を示したものである. ５歩��と����走
(����群) 及び���走 (����群), 立幅跳の間に
はそれぞれ有意で高い相関関係が認められた

(������). また, 全て身長で除した場合も, そ
れぞれ有意で高い相関関係が認められた

(������).
�������������������������

本研究では�学年及び身長毎の変化を手がかり
に��のパフォーマンス発達を検討した. ��両群
において, �����の�及び５歩��の��は学年進
行や身長の増加に伴いパフォーマンスの向上が見

られ, 各��の��は加齢・発育に伴い増加して
いく傾向が見られた (図３, ５). このことは,

児童期における��のパフォーマンス発達は, 加
齢発育に伴う��の増加によるところが大きいと
考えられた.

また, 各��のパフォーマンスは身長と高い相
関関係を示しており (図３, ５), 発育量の違い

がパフォーマンスに及ぼす影響が大きいと考えら

れた. そこで, 発育量 (身長) の影響を排すため,

疾走能力の発達に関する研究 (���������：����,
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表２. HJ と疾走能力及び跳躍能力の関係

図７. ｢非支持脚の振込動作｣ における学年毎の変化



伊藤ほか：����, 末松ほか：����) にならい, 身
長や下肢長の影響を取り除いた指数 (無名数) を

用いてその変化傾向をみることとした. なお, 本

研究では指導現場での実用性を考慮して身長で除

すのみとした. その結果, 各��の���身長は学
年進行や身長の増加に伴い増加していくが, 小学

校４年生, 身長にして�����手前あたりから一定
となる傾向が見られた (図４, ６). このことは,

この時期以降の��の増加が, 主に加齢に伴う身
長の増加 (形態的な要因) によるものだというこ

とを示している.

しかし, 身長の増加は, 同時に体重の増加を伴

うため, 大きな��を発揮するためには脚筋群の
大きなパワー発揮が必要になると予想される. 疾

走能力の発達において, 加齢に伴い下肢長が増大

しても歩幅指数が一定に保たれていたことから,

斉藤・伊藤 (����) は脚筋群の機能的な発達があっ
たことを示唆している. ４年生以降, 各 ��の���身長が一定となる傾向を示した結果は, この
疾走能力の発達における報告 (斉藤・伊藤,����) と同じことを示していると考えられる. さ
らに４年生以降の���身長で, 定期的に��等の
跳躍運動を積極的に行っている����群があまり
行っていない����群より高い値を示し�専門的に
跳躍運動を日々取り入れている��群でも高い値
を示した (図８). これらのことを考慮すると,

４年生以降は��等の跳躍運動を多く実施し, 脚

筋群の伸展・屈曲パワーを高め, 身長あたりの��を大きくすることで, ��のパフォーマンスを
より大きく発達させることができると考えられた.

一方, ３年生以前で����群と����群に有意な
差が見られなかった理由としては, ����群での
練習内容が中学年以上のように充分に確保されて

いないことや１年生女子にみられるように身長

(�������) が����群 (�������) よりも低く (表

１). 生物学的も未発達の状態を反映していたの

かもしれない.�����������
中村ほか (����) は, 幼児を対象とした研究で,
幼児期における��の動作様式が加齢に伴い著し
く変容したことを報告している. ３・４歳児で,

非支持脚の過剰な動作が見られ, また非支持脚と

支持脚との協応が見られないのに対して, ５・６

歳児では, 支持脚に対する非支持脚の有効な振込

動作が見られたことをその発達の特徴としてあげ

ている. 児童を対象とした本研究においても, 非

支持脚の振込動作にのみ特徴的な変化が見られた.

非支持脚が振込まれない�の動作は, １～３年生
で数人見られる程度であったが, その他の児童は�～�いずれかの振込動作を行っていた. また,
学年が進むにつれて�の動作 (非支持脚を前後で

振っている) が増えていき, ４年生以降ではその

割合が８割に達していることが明らかとなった
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(図７). このことは, この時期までに振込動作の

習得がおおむね完了していることを示唆するもの

である. 振込動作の習得には, 脚筋群の機能的な

発達はもちろん, 片脚で支持しながら非支持脚を

自由に操作するための調整力の発達も大きく影響

していることが予想される. 松浦 (����) は, ４
～９歳の時期が, 身体各部の運動を全体として調

整する能力の発達が促進される時期であり, 成人

とほぼ同様な走り方ができるようになるのは９～��歳 (４年生) 頃以後だとしていることからも,
４年生までに振込動作の習得がおおむね完了して

いると考えることは妥当であろう. そして, この

振込動作の習得が, 各��の���身長の値を４年
生以降に一定させていった一要因ではないかと考

えられた. しかし, 自然発達の過程で４年生以降

も有効な振込動作が習得できていない児童がいる

ことから (図７), この時期までに体育授業等で

適切な動作習得を促していくことは極めて重要な

ことと言えるだろう.

なお, 本研究は�����の動作のみを評価した
ものであり, ５歩��のようにできるだけ遠くに
移動しようとした場合には, また違う動作変容が

見られる可能性がある. 実際, ５歩��において��群の多くが支持脚の巻込動作を行っており,
この動作がより大きな跳躍距離を可能にしていた

と考えられた. この点については, 今後さらに検

討していく必要がある.��������������������������
本研究では, 各��のパフォーマンスと疾走能
力及び跳躍能力の関係を検討したところ､ それぞ

れに有意で高い相関関係が認められた (表���).
また, すべて身長で除した場合も同様に, 有意で

高い相関関係が認められた (表���). このことは,
小学校６年生において, リバウンドジャンプ能力

(両脚でできるだけ短い接地時間内にジャンプす

る能力) と走幅跳の能力とが高い関係性を持つこ

と (大宮ほか, ����), ��～��歳の児童を対象に

ジャンプトレーニングを行うことで疾走能力や跳

躍能力 (垂直跳) が改善される (������������,����) といった研究報告とも考えあわせると, ��
を実施しそのパフォーマンスを高めることで疾走

能力や跳躍能力を改善できる可能性があることを

示していると言えよう.��
本研究は, 小学校の体育授業等で��を効果的
に指導するために, 児童期の学年進行や身長の増

加による��のパフォーマンス及び動作の発達特
性を明らかにすることを目的とした.

研究の結果, 児童期における��の発達は, 学
年進行や身長の増加に伴う��の増大によるとこ
ろが大きいが, ４年生までは振込動作の習得によ

り､ それ以降は���身長を高めることによりパフォー
マンスが発達していくことが明らかになった. ま

た, ��のパフォーマンスは疾走能力や跳躍能力
と高い相関関係があり, ��のパフォーマンスを
高めることでそれらの能力を改善できる可能性が

示唆された.��
本研究の遂行に際し, 鹿屋体育大学スポーツト

レーニング教育研究センター, 鹿屋市鶴羽小学校

及びかのや健康・スポーツクラブの協力を得た.

ここに記して深く感謝致します.

注) 身長が増加し, 下肢長が長くなると慣性モー

メントが変化することから脚を素早く動かすこと

も難しくなる. 従って, 脚を素早く動かすことに

関連するピッチ (��) も身長変化の影響を受け
る. それ故, 身長変化の影響を除いた場合のピッ

チの影響を検討するために��についても身長で
除した.
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